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【手続補正書】
【提出日】令和2年4月3日(2020.4.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基体、
　基体の上に形成された第１電極、
　第１電極の上に形成された、少なくとも発光層を有する有機層、及び、
　有機層上に形成された第２電極、
を備えており、
　第２電極は、少なくとも、対向する２つの縁部分を有し、
　第２電極の縁部分は、有機層の端面から突出している発光素子。
【請求項２】
　有機層の端面から突出している第２電極の縁部分の直下には空隙が存在する請求項１に
記載の発光素子。
【請求項３】
　第２電極を覆う保護膜を更に備えており、
　保護膜は、有機層の端面から突出している第２電極の縁部分の直下に延在している請求
項１に記載の発光素子。
【請求項４】
　第２電極を覆う保護膜を更に備えており、



(2) JP WO2017/212797 A5 2020.5.14

　有機層の端面から突出している第２電極の縁部分の直下の一部分には、有機層に隣接し
て空隙が存在し、
　保護膜は、有機層の端部から突出している第２電極の縁部分の直下の他の部分に延在し
ている請求項１に記載の発光素子。
【請求項５】
　基体の上に形成され、底部に第１電極が露出した開口部を有する絶縁層を更に備えてお
り、
　有機層は、少なくとも、開口部の底部に露出した第１電極の上に形成されている請求項
１に記載の発光素子。
【請求項６】
　絶縁層は、第１電極から基体の上に亙り形成されている請求項５に記載の発光素子。
【請求項７】
　基体の上に形成され、第１電極を囲むように形成された絶縁層を更に備えている請求項
１に記載の発光素子。
【請求項８】
　第１の方向に沿って隣接する発光素子間で、第２電極は分離されており、
　第１の方向とは異なる第２の方向に沿って隣接する発光素子間で、第２電極は共通化さ
れており、
　第２電極は、対向する２つの縁部分を有し、
　対向する２つの縁部分は第２の方向に沿って延びる請求項１に記載の発光素子。
【請求項９】
　第１の方向に沿って隣接する発光素子間で、第２電極は分離されており、且つ、第１の
方向とは異なる第２の方向に沿って隣接する発光素子間で、第２電極は分離されており、
　第２電極は、対向する４つの縁部分を有し、
　対向する２つの縁部分は第１の方向に沿って延び、
　対向する残りの２つの縁部分は第２の方向に沿って延びる請求項１に記載の発光素子。
【請求項１０】
　隣接する発光素子間で共通化された共通電極が第２電極上に形成されている請求項９に
記載の発光素子。
【請求項１１】
　第１基板、及び、第２基板、並びに、
　第１基板と第２基板との間に位置し、２次元マトリクス状に配列された複数の発光素子
、
を備えており、
　各発光素子は、
　第１基板の上に設けられた基体の上に形成された第１電極、
　第１電極の上に形成された、少なくとも発光層を有する有機層、及び、
　有機層上に形成された第２電極、
を備えており、
　第２電極は、少なくとも、対向する２つの縁部分を有し、
　第２電極の縁部分は、有機層の端面から突出している表示装置。
【請求項１２】
　第１基板、第２基板、及び、第１基板と第２基板とによって挟まれた画像表示部を備え
ており、
　画像表示部には、請求項１乃至請求項１０のいずれか１項に記載の発光素子が、複数、
２次元マトリクス状に配列されている表示装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００１３】
〈本開示の発光素子及び本開示の表示装置、全般に関する説明〉
　本開示の発光素子、あるいは、本開示の表示装置を構成する発光素子（以下、これらの
発光素子を総称して『本開示の発光素子等』と呼ぶ）において、有機層の端面から突出し
ている第２電極の縁部分の直下には空隙が存在する形態とすることができる。便宜上、こ
のような形態を、『第１の形態』と呼ぶ。あるいは又、第２電極を覆う保護膜を更に備え
ており；保護膜は、有機層の端面から突出している第２電極の縁部分の直下に延在してい
る形態とすることができる。便宜上、このような形態を、『第２の形態』と呼ぶ。あるい
は又、第２電極を覆う保護膜を更に備えており；有機層の端面から突出している第２電極
の縁部分の直下の一部分には、有機層に隣接して空隙が存在し；保護膜は、有機層の端部
から突出している第２電極の縁部分の直下の他の部分に延在している形態とすることがで
きる。便宜上、このような形態を、『第３の形態』と呼ぶ。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　本開示における発光素子等において、発光層は、異なる色を発光する少なくとも２層の
発光層から構成されている形態とすることができ、この場合、有機層から出射される光は
白色である形態とすることができる。具体的には、発光層は、赤色（波長：６２０ｎｍ乃
至７５０ｎｍ）を発光する赤色発光層、緑色（波長：４９５ｎｍ乃至５７０ｎｍ）を発光
する緑色発光層、及び、青色（波長：４５０ｎｍ乃至４９５ｎｍ）を発光する青色発光層
の３層が積層された構造とすることができ、全体として白色を発光する。あるいは又、青
色を発光する青色発光層、及び、黄色を発光する黄色発光層の２層が積層された構造とす
ることができ、全体として白色を発光する。あるいは又、青色を発光する青色発光層、及
び、橙色を発光する橙色発光層の２層が積層された構造とすることができ、全体として白
色を発光する。そして、このような白色を発光する白色発光素子が赤色カラーフィルタを
備えることで赤色発光素子が構成され、白色発光素子が緑色カラーフィルタを備えること
で緑色発光素子が構成され、白色発光素子が青色カラーフィルタを備えることで青色発光
素子が構成される。そして、赤色発光素子、緑色発光素子及び青色発光素子といった副画
素の組合せによって１画素が構成される。場合によっては、赤色発光素子、緑色発光素子
、青色発光素子及び白色光を出射する発光素子（あるいは補色光を出射する発光素子）に
よって１画素を構成してもよい。尚、異なる色を発光する少なくとも２層の発光層から構
成されている形態にあっては、実際には、異なる色を発光する発光層が混合し、明確に各
層に分離されていない場合がある。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
　カラーフィルタは、所望の顔料や染料から成る着色剤を添加した樹脂によって構成され
ており、顔料や染料を選択することにより、目的とする赤色、緑色、青色等の波長域にお
ける光透過率が高く、他の波長域における光透過率が低くなるように調整されている。白
色光を出射する発光素子にあっては透明なフィルタを配設すればよい。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２６】
　本開示の第１の態様に係る表示装置にあっては、画素（あるいは副画素）の配列として
、ストライプ配列を挙げることができる。また、本開示の第２の態様に係る発光素子にあ
っては、画素（あるいは副画素）の配列として、ストライプ配列、ダイアゴナル配列、デ
ルタ配列、レクタングル配列、ペンタイル配列を挙げることができる。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２９】
　第２電極を構成する材料（半光透過材料あるいは光透過材料）として、第２電極をカソ
ード電極として機能させる場合、発光光を透過し、しかも、有機層に対して電子を効率的
に注入できるように仕事関数の値の小さな導電材料から構成することが望ましく、例えば
、アルミニウム（Ａｌ）、銀（Ａｇ）、マグネシウム（Ｍｇ）、カルシウム（Ｃａ）、ナ
トリウム（Ｎａ）、ストロンチウム（Ｓｒ）、アルカリ金属又はアルカリ土類金属と銀（
Ａｇ）との合金［例えば、マグネシウム（Ｍｇ）と銀（Ａｇ）との合金（Ｍｇ－Ａｇ合金
）］、マグネシウム－カルシウムとの合金（Ｍｇ－Ｃａ合金）、アルミニウム（Ａｌ）と
リチウム（Ｌｉ）の合金（Ａｌ－Ｌｉ合金）等の仕事関数の小さい金属あるいは合金を挙
げることができ、中でも、Ｍｇ－Ａｇ合金が好ましく、マグネシウムと銀との体積比とし
て、Ｍｇ：Ａｇ＝５：１～３０：１を例示することができる。あるいは又、マグネシウム
とカルシウムとの体積比として、Ｍｇ：Ｃａ＝２：１～１０：１を例示することができる
。第２電極の厚さとして、４ｎｍ乃至５０ｎｍ、好ましくは、４ｎｍ乃至２０ｎｍ、より
好ましくは６ｎｍ乃至１２ｎｍを例示することができる。あるいは又、第２電極を、有機
層側から、上述した材料層と、例えばＩＴＯやＩＺＯから成る所謂透明電極（例えば、厚
さ３×１０-8ｍ乃至１×１０-6ｍ）との積層構造とすることもできる。第２電極に対して
、アルミニウム、アルミニウム合金、銀、銀合金、銅、銅合金、金、金合金等の低抵抗材
料から成るバス電極（補助電極）を設け、第２電極全体として低抵抗化を図ってもよい。
第２電極の平均光透過率は５０％乃至９０％、好ましくは６０％乃至９０％であることが
望ましい。共通電極は、例えばＩＴＯやＩＺＯから成る所謂透明電極から構成すればよい
。一方、第２電極をアノード電極として機能させる場合、発光光を透過し、しかも、仕事
関数の値の大きな導電材料から構成することが望ましい。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５３】
　ここで、図３Ａに模式的な一部端面図を示すように、有機層３３の端面３３’から突出
している第２電極３２の縁部分３２Ａ，３２Ｂの直下には空隙（電気的絶縁部）３４が存
在する（第１の形態）。空隙３４の幅として、０．１μｍ乃至１０μｍを例示することが
できる。あるいは又、図３Ｂに模式的な一部端面図を示すように、上述したとおり、第２
電極３２を覆う保護膜３５を更に備えており、保護膜３５は、有機層３３の端面３３’か
ら突出している第２電極３２の縁部分３２Ａ，３２Ｂの直下に延在している（第２の形態
）。あるいは又、図３Ｃに模式的な一部端面図を示すように、上述したとおり、第２電極
３２を覆う保護膜３５を更に備えており、有機層３３の端面３３’から突出している第２
電極３２の縁部分３２Ａ，３２Ｂの直下の一部分には、有機層３３に隣接して空隙（電気
的絶縁部）が存在し、保護膜３５は、有機層３３の端部から突出している第２電極３２の
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縁部分３２Ａ，３２Ｂの直下の他の部分に延在している（第３の形態）。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６０】
　ここで、Ｒ1～Ｒ6は、それぞれ、独立に、水素、ハロゲン、ヒドロキシ基、アミノ基、
アリールアミノ基、炭素数２０以下の置換あるいは無置換のカルボニル基、炭素数２０以
下の置換あるいは無置換のカルボニルエステル基、炭素数２０以下の置換あるいは無置換
のアルキル基、炭素数２０以下の置換あるいは無置換のアルケニル基、炭素数２０以下の
置換あるいは無置換のアルコキシ基、炭素数３０以下の置換あるいは無置換のアリール基
、炭素数３０以下の置換あるいは無置換の複素環基、ニトリル基、シアノ基、ニトロ基、
又は、シリル基から選ばれる置換基であり、隣接するＲm（ｍ＝１～６）は環状構造を介
して互いに結合してもよい。また、Ｘ1～Ｘ6は、それぞれ、独立に、炭素又は窒素原子で
ある。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６５】
　赤色発光層では、電界が加わることにより、第１電極３１から注入された正孔の一部と
、第２電極３２から注入された電子の一部とが再結合して、赤色の光が発生する。このよ
うな赤色発光層は、例えば、赤色発光材料、正孔輸送性材料、電子輸送性材料及び両電荷
輸送性材料の内、少なくとも１種の材料を含んでいる。赤色発光材料は、蛍光性の材料で
あってもよいし、燐光性の材料であってもよい。厚さが５ｎｍ程度の赤色発光層は、例え
ば、４，４－ビス（２，２－ジフェニルビニル）ビフェニル（ＤＰＶＢｉ）に、２，６－
ビス［（４’－メトキシジフェニルアミノ）スチリル］－１，５－ジシアノナフタレン（
ＢＳＮ）を３０質量％混合したものから成る。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９７】
　実施例３の発光素子にあっては、画素の配列として、ストライプ配列、ダイアゴナル配
列、デルタ配列、レクタングル配列、ペンタイル配列を挙げることができる。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９９】
　以上、本開示を好ましい実施例に基づき説明したが、本開示はこれらの実施例に限定す
るものではない。実施例において説明した表示装置（有機ＥＬ表示装置）、発光素子（有
機ＥＬ素子）の構成、構造は例示であり、適宜、変更することができるし、表示装置の製
造方法も例示であり、適宜、変更することができる。実施例においては、専ら、白色発光
素子とカラーフィルタの組合せから３つの副画素から１つの画素を構成したが、例えば、
白色光を出射する発光素子を加えた４つの副画素から１つの画素を構成してもよい。ある
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いは又、発光素子は、有機層が赤色を生じさせる発光素子、有機層が緑色を生じさせる発
光素子、有機層が青色を生じさせる発光素子とし、これらの３種類の発光素子（副画素）
を組み合わせることで、１つの画素を構成してもよい。実施例においては、発光素子駆動
部をＭＯＳＦＥＴから構成したが、ＴＦＴから構成することもできる。有機層の端面は、
基体に対して垂直である場合もあるし、基体に対して傾斜している場合もあるし、湾曲し
た状態である場合もある。第１電極や第２電極を、単層構造としてもよいし、多層構造と
してもよい。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０２】
　尚、本開示は、以下のような構成を取ることもできる。
［Ａ０１］《発光素子》
　基体、
　基体の上に形成された第１電極、
　第１電極の上に形成された、少なくとも発光層を有する有機層、及び、
　有機層上に形成された第２電極、
を備えており、
　第２電極は、少なくとも、対向する２つの縁部分を有し、
　第２電極の縁部分は、有機層の端面から突出している発光素子。
［Ａ０２］有機層の端面から突出している第２電極の縁部分の直下には空隙が存在する［
Ａ０１］に記載の発光素子。
［Ａ０３］第２電極を覆う保護膜を更に備えており、
　保護膜は、有機層の端面から突出している第２電極の縁部分の直下に延在している［Ａ
０１］に記載の発光素子。
［Ａ０４］第２電極を覆う保護膜を更に備えており、
　有機層の端面から突出している第２電極の縁部分の直下の一部分には、有機層に隣接し
て空隙が存在し、
　保護膜は、有機層の端部から突出している第２電極の縁部分の直下の他の部分に延在し
ている［Ａ０１］に記載の発光素子。
［Ａ０５］基体の上に形成され、底部に第１電極が露出した開口部を有する絶縁層を更に
備えており、
　有機層は、少なくとも、開口部の底部に露出した第１電極の上に形成されている［Ａ０
１］乃至［Ａ０４］のいずれか１項に記載の発光素子。
［Ａ０６］絶縁層は、第１電極から基体の上に亙り形成されている［Ａ０５］に記載の発
光素子。
［Ａ０７］基体の上に形成され、第１電極を囲むように形成された絶縁層を更に備えてい
る［Ａ０１］乃至［Ａ０４］のいずれか１項に記載の発光素子。
［Ａ０８］第１の方向に沿って隣接する発光素子間で、第２電極は分離されており、
　第１の方向とは異なる第２の方向に沿って隣接する発光素子間で、第２電極は共通化さ
れており、
　第２電極は、対向する２つの縁部分を有し、
　対向する２つの縁部分は第２の方向に沿って延びる［Ａ０１］乃至［Ａ０７］のいずれ
か１項に記載の発光素子。
［Ａ０９］第１の方向に沿って隣接する発光素子間で、第２電極は分離されており、且つ
、第１の方向とは異なる第２の方向に沿って隣接する発光素子間で、第２電極は分離され
ており、
　第２電極は、対向する４つの縁部分を有し、
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　対向する２つの縁部分は第１の方向に沿って延び、
　対向する残りの２つの縁部分は第２の方向に沿って延びる［Ａ０１］乃至［Ａ０７］の
いずれか１項に記載の発光素子。
［Ａ１０］隣接する発光素子間で共通化された共通電極が第２電極上に形成されている［
Ａ０９］に記載の発光素子。
［Ｂ０１］《表示装置》
　第１基板、及び、第２基板、並びに、
　第１基板と第２基板との間に位置し、２次元マトリクス状に配列された複数の発光素子
、
を備えており、
　各発光素子は、
　第１基板の上に設けられた基体の上に形成された第１電極、
　第１電極の上に形成された、少なくとも発光層を有する有機層、及び、
　有機層上に形成された第２電極、
を備えており、
　第２電極は、少なくとも、対向する２つの縁部分を有し、
　第２電極の縁部分は、有機層の端面から突出している表示装置。
［Ｂ０２］《表示装置》
　第１基板、第２基板、及び、第１基板と第２基板とによって挟まれた画像表示部を備え
ており、
　画像表示部には、［Ａ０１］乃至［Ａ１０］のいずれか１項に記載の発光素子が、複数
、２次元マトリクス状に配列されている表示装置。
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